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【分担研究４】在宅介護職員の実地研修 

研究分担者：池田 聖（愛媛大学医学部附属病院・社会福祉士） 

 

研究要旨： 

四国地域にはブロック拠点病院が存在しないものの、HIV患者数は増加傾向にあり、全

国で最も高齢化が進んでいる地域の一つであることから、HIV患者の高齢化も顕著に進行

している。今後、HIV患者に対する介護および療養体制の整備は喫緊の課題であるが、現

状では中核拠点病院への患者の集中が見られ、各県内のエイズ拠点病院における機能およ

び介護・療養体制は必ずしも十分とは言えない。本研究により、比較的医療資源の乏し

い、いわゆる「地方」においても、HIV診療体制および介護・療養体制の充実と地域間に

おける均てん化が促進されることが期待される。 

令和 6年度の研究成果として、HIV患者の介護・療養が差し迫った課題であることを踏

まえ、県内の在宅介護従事者（看護師）を対象に、当院の HIV患者に関する実地研修（外

来および病棟における実習）と講義・討議を組み合わせた研修会を実施した。HIV患者へ

の対応経験がない医療従事者も少なくない中、このような実践的な研修は、HIV感染症に

対する理解・啓発を深めるとともに、在宅医療の推進にも資するものであり、極めて意義

深い取り組みであったと考える。 
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Ａ.研究目的 

四国地域にはブロック拠点病院が存在し

ないものの、HIV・エイズ患者は多く、当

院においてもこれまでに累計 220名以上の

患者を治療している。近年、四国地域にお

ける HIV・エイズ患者数は増加の一途をた

どっている。中核拠点病院に患者が集中す

る中、他の拠点病院においても診療・連携

が求められるが、診療未経験および対応が

困難な状況が四国では特に著しい。四国地

域における高齢化率は 33％を超えてお

り、都市部と比較して中高年層の患者が多

い傾向にある。また、エイズ罹患率も

40％を超えており、中年層においても
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Activities of Daily Living（ADL）の低

下が認められ、日常生活に支障を来し、自

宅での療養が困難となるため、長期的な施

設療養を要する症例も散見される。 

当院でも、長期療養が必要な患者に対し

て他施設への紹介・受け入れを個別に調整

しているが、受け入れ先の確保には難渋す

ることが多い。加えて、医療的対応にとど

まらず、家族支援・就労支援・経済的支援

など、患者を取り巻く多様な社会的課題へ

の対応も求められている。 

これらの実情を踏まえ、当院では多職種

による HIV診療チームを組織し、患者が直

面する多様な課題への対応を行っている。

特に在宅医療においては、社会福祉士や看

護師が中心となって支援にあたっており、

当院では実地研修を通じて、HIV感染症に

関する啓発および在宅医療の推進を図って

いる。さらに、アンケート調査等を通じ

て、地方における HIV診療体制や医療機関

間の連携の実態を把握し、課題を明らかに

することは、HIV診療体制の改善に向けた

意義深い研究活動であると考えている。 

 

Ｂ. 研究方法 

 HIV患者の介護が喫緊の課題であること

を踏まえ、在宅患者に対応する医療従事者

を対象に実地研修会を実施する。当院の研

修では、HIV患者の実地研修（外来および

病棟での実習）に加え、講義および HIVカ

ンファレンス参加を通じて HIV感染症に対

する理解を深める機会を提供する。すべて

のプログラム終了後には、参加者を対象と

したアンケート調査を実施し、研修内容の

有効性や今後の課題に関する意見を収集す

る。 

 

Ｃ. 研究結果 

令和 6年 12月 9日および 10日の 2日

間、愛媛県内の訪問看護ステーションに勤

務する看護師 2名および理学療法士 1名

が、当院において実地研修を行った。研修

では、外来および病棟の見学、実際の患者

との面談、講義の受講、ならびに HIVカン

ファレンスにおける討議を実施した（図 1

参照）。 

実地研修後に実施したアンケートでは、

講義に関して概ね高い理解度が示され、新

たな知見を得られたとの回答が多く見られ

た。また、在宅医療の観点から理学療法

（リハビリテーション）に関する講義の要

望もあり、今後の研修内容の検討に資する

貴重な意見が得られた。 

外来見学および患者面談においては、以

下のような感想が寄せられた。 

・患者さんが生き生きと生活している姿

が印象的だった 

・検査結果の丁寧な説明により、患者さ

んは安心でき、注意すべき点も明確に理解

できると思う。生活習慣や服薬についても

会話の中から引き出され、具体的なアドバ

イスがあった。そのことが患者さんとの信

頼関係につながり、治療の継続にも寄与す

ると感じた。 

・面談の時間を設けることで、医療者側

の情報収集はもちろん、患者さんが疎外感

を持たずに治療に臨めると感じた。 

HIVカンファレンスに関しては、参加者

から以下のような感想が寄せられた。 

・検査結果や薬の状況について多職種の

意見を聞くことができ、大変勉強になった 

・それぞれの患者さんの性格や居住地、



3 

 

生活スタイルなど、あらゆる面から総合的

にアセスメントを行い話し合っている様子

が印象的だった。 

・問題が発生した際には、皆で解決策を

考え、意見が次々と出される様子にわくわ

くした。 

・さまざまな職種の視点で意見が交わさ

れ、チーム一丸となって患者さんや県内の

HIV/AIDS治療を支えていると感じた。ス

タッフ同士の良好な雰囲気が、活発な意見

交換につながっていると思った。 

研修全般に関しては、以下のような前向

きな意見が多数寄せられた。 

・HIVについて知らないことがたくさんあ

りましたが、正しい知識を増やすことがで

き、よかった。 

・多職種の皆さんがチームで一人の患者様

について話し合っている姿を見せていただ

き、自分も現場で利用者様一人ひとりに真

剣に向き合っていきたいと思った。 

・職場の人たちにも伝えていきたい。 

・今までの浅い知識がより深いものになり

ました。これからの訪問看護にしっかり活

かしたい。 

・日常の業務でも生かせる内容でした。

HIVについてさらに学びたい、情報を知り

たいと思っています。 

また、実地研修後に実施した HIV感染症

に対する理解および受け入れに関するアン

ケートでは、「HIVは慢性疾患であること

を理解している」、「受け入れは可能であ

る」との回答が得られた。これらの結果か

らも、研修を通じて理解が深まり、実践に

活かしたいという意識が高まったことが伺

われた。 

高知県においては、2024年 4月 17日に

作業療法士を対象に、2024年 10月 24

日、11月 14日、12月 19日にそれぞれ訪

問看護師を対象に実地研修が実施された。 

 

 

図 1 実地研修スケジュール 

 

Ｄ．考察 

本実地研修を通じて、在宅介護職員が

HIV感染症に対する正しい知識を習得し、

実際の患者との面談および HIVカンファレ

ンスへの参加を経て、HIV陽性者に対する

理解と受容が促進されたことが確認され

た。これにより、HIVに関する啓発のみな

らず、HIV陽性者が地域において在宅療養

を継続するための医療体制整備への一助と

なる可能性が示唆された。また、参加者が

得られた知見を所属施設内で共有・展開す

る意向を示したことから、本研修の波及効

果も期待され、地域全体の HIV対応力の向

上に寄与することも見込まれる。 

一方、研修内容に対しては、理学療法

（リハビリテーション）に関する講義の要

望が挙げられた。これは、在宅医療におけ
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る多職種連携のさらなる深化と、介護職を

含む現場ニーズへの柔軟な対応の重要性を

示すものといえる。今後は、より実践的か

つ双方向性のある研修プログラムの構築を

図ることで、HIV陽性者の在宅支援体制の

質的向上が期待される。 

以上の結果から、本研修は在宅医療従事

者における HIV 感染症への理解を促進し、

地域における包括的ケア体制の構築に寄与

する有効な教育的介入であると考えられた。

今後も本研修を継続的に実施することが、

HIV 陽性者に対する地域支援体制のさらな

る強化につながると期待される。 

 

Ｅ．結論 

 在宅介護の医療従事者を対象に実施した

実地研修は、HIV感染症に関する啓発と、

HIV患者の在宅医療の推進に貢献する極め

て意義深い取り組みであったと考えられ

た。 
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